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研究成果の概要（和文）：本研究では、現代プラグマティズムと民主主義の教育を、デューイ的な進歩主義学校
の再解釈によって考察し、民主主義の学習に立脚した学校改革の方略を明らかにした。特に、アメリカや日本の
先行研究にとどまらず、ドイツ、イタリア、イギリス、オランダ、中国などで活発に展開されているプラグマテ
ィズムと民主主義の教育の理論と実践について研究した。これによって、活動的、協働的、相互行為的なコミュ
ニティの学習を基盤にした進歩主義の学校改革の哲学的・実践的・政策的な課題と意義を考察した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research is to consider contemporary pragmatism and 
democratic education by reinterpreting Deweyan progressivism and school reform from the perspective 
of democratic learning. In particular, theories and practices of pragmatism and democratic education
 that were developed in Germany, Italy, United Kingdom, Netherlands and China as well as in the U.S.
 and Japan were discussed. Through this approach, this research suggests philosophical, practical 
and political issues and significance of the progressive educational reform based on active, 
collaborative and interactive learning in communities.
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１．研究開始当初の背景 
従来、デューイのプラグマティズムと民主

主義に関する研究は、日本やアメリカ国内で

展開される先行研究に焦点化して検討するこ

とが多く、また、プラグマティズムの主題を

学校の学習過程に結び付けて考察する視点が

希薄であったということが指摘できる。一方

で、今日、デューイとプラグマティズムの研

究は、アメリカ、ヨーロッパ、アジアをはじ

め、世界規模で高度な学術水準の研究が蓄積

されている。本研究の背景にあるのは、現在、

国際舞台で切望されている民主主義教育の主

題に理論的、実践的な観点から接近し、それ

を教育学における先端的かつ高度な学術水準

の研究へと卓越させる課題である。 

 
２．研究の目的 
本研究では、現代プラグマティズムと民主

主義の教育を、デューイ的な進歩主義学校の

再解釈によって考察し、民主主義の学習に立

脚した学校改革の方略を明らかにした。特に、

アメリカや日本の先行研究にとどまらず、ド

イツ、イタリア、イギリス、オランダ、中国

などで活発に展開されているプラグマティズ

ムと民主主義の学習論を考察し、進歩主義学

校を現代の新自由主義改革のオルタナティブ

な系譜として位置付ける。活動的、協働的、

相互行為的な民主主義教育のプログラム開発

を探究し、プラグマティズムと進歩主義の学

校の哲学的・実践的・政策的な意義を考察す

る。本研究は、これを最先端かつ高度で卓越

した学術水準において遂行し、民主主義教育

の発展に積極的な貢献を果たすことを目的と

した。 

 
３．研究の方法 
本研究は、現代プラグマティズムと民主主

義の学習を進歩主義学校の再検討によって考

察し、民主主義を基盤にした学校の展望を明

らかにする方法を採用する。特に、ヨーロッ

パや中国などで展開されているデューイ研究

を導入して、プラグマティズムに根差した民

主主義教育の研究を推進する。現代プラグマ

ティズムの哲学は、人と人との協働的な相互

行為が創出する信頼・互恵性・ネットワーク

を民主主義の成立基盤に置く点で注目に値す

る。本研究は、進歩主義学校の哲学・実践・

政策を検討することによって、市場・選択・

競争を基軸とする新自由主義改革に対する批

判的・発展的視座を獲得することとする。 

 
４．研究成果 

本研究の成果は、以下の3 点にある。 

（１）プラグマティズムと民主主義の学習の

基礎的・概念的なフレームワークを構築した

点である。本研究では、デューイの民主主義

を人と人との間で網の目状に生成される相互

行為の関係的・互恵的な「生き方の問題」と

定義し、民主主義教育を学校の制度的な条件

整備として捉えるのではなく、授業の相互構

成的な学習過程によって生成されるものと解

釈する。ヨーロッパや中国などで行われてい

るプラグマティズムの学習研究を積極的に参

照して、従来、日本やアメリカ国内で蓄積さ

れてきたプラグマティズム研究に再検討を迫

ると同時に、民主主義と教育を架橋し節合す

る概念的パラダイムの転換を推進した。 

（２）進歩主義の学校政策を分析し、民主主

義教育の実際を探究した点である。本研究は、

プラグマティズムに立脚した学校の具体的な

カリキュラムや教育方法を検討した。 

（３）プラグマティズムと民主主義の学習を

新自由主義の再構成の角度から考察し、進歩

主義学校の哲学的・実践的・政策的な意義を

解明する点。今日、プラグマティズムは、政

治学、哲学、社会学、心理学などで再評価が

行われる一方で、それを民主主義の学習へと

つなげる視点は必ずしも充分ではない。本研

究は、プラグマティズムと民主主義を架橋し

節合する試みとして進歩主義学校の研究を実

施し、従来の研究の空白を埋めると同時に、

趨勢的な新自由主義改革のオルタナティブを

構成する学校の哲学的・実践的・政策的な研



究を行う点において、教育学の先端的な研究

方法の開拓に積極的な貢献を果たし、高度で

卓越的な研究潮流の推進役を担った。 
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